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「あなたがいてくれてよかった」～今伝えるべき「感謝」と「承認」の言葉～ 

校長  堀   智 行 
 

本校においても、一時猛威を奮っていたインフルエンザ等の感染症が落ち着き、８６日間の2学期

が終了しました。かつて経験のない猛暑から始まり、インフルエンザ等の感染症の流行等々、今学期

も予想していなかった様々な出来事がありましたが、こうして 2 学期の教育活動が無事終了できま

すこと、保護者や地域の皆様のご支援・ご協力の賜と感謝しております。ありがとうございました。 

さて、コロナ禍の中、外出自粛などで家族で過ごす時間が長くな

り、家族の関係を見つめ直す人が増えたそうです。日本の“幸福学”

研究の第一人者、慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメン

ト研究科の前野隆司教授は、その著者「家族の幸福度を上げる 7 つ

のピース」（青春出版社）の中で、家族間の信頼関係を高めるコミュニ

ケーション方法を紹介しています。 

その一つが、人にはもともと認められたいと願う承認欲求があり、

承認されると人は幸せになれるということです。人は、承認されると

主体性をもって自己実現などの段階に進むようになり、さらに幸せになれるそうで、誰かを承認する

ことは“幸せの基盤”をつくることにつながります。そんな人の承認欲求を満たすのに万能で効果的

な言葉は、「あなたがいてくれてよかった」という言葉だそうです。特に、親は子どもに対して「あな

たがいてくれてよかった」と当たり前のように思っているものですが、改めて言葉で口にすることが

大切だと前野教授は述べています。ちゃんと口にしないと、残念ながら子どもには伝わらないことも

多いそうです。また、そういう言葉を投げかけられて育った子どもは、人にも自然とそういう言葉を

かけられる人になるそうです。普段照れくさくて言えないことも多々ありますが、こうした日常的な

「感謝」や「承認」の言葉がけが、自己肯定感を育み、物事にチャレンジする原動力を生み、幸せへ

とつながっていくそうです。先日行われた小樽市ＰＴＡ連合会全市研究大会兼教育講演会においても、

教育大学教職大学院特任教授 中村邦彦氏 が自己肯定感を高めることについて同様のお話をされて

いますので、オンデマンド配信を是非視聴いただければと思います。※配信は1月31日まで） 

 ちょうど明日からは冬休みです。お正月を迎え、家族で過ごす時間が増えるかと思います。改めて、

家族間で「あなたがいてくれてよかった。」と声がけしてみてはいかがでしょうか。「感謝」と「承認」

の言葉は、子どもたちを成長させる魔法の言葉となるものと確信しています。 

終わりになりますが、今年一年の皆様のご支援に感謝しつつ、来年もまた皆様にとって良い年にな

ることを願っております。どうぞ良いお年をお迎えください。 

奥沢 

小学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（月） 

～３日（水）  年始休業・閉庁日 

５日（金） 

～８日（月）  書写展 

１０日（水） 

～１２日（金） 小樽スキー学校 

１５日（月）  冬休み学力・体力チャレンジタイム 

１６日（火）  冬休み学力・体力チャレンジタイム 

１８日（木）  始業式・短縮４時間授業 

１９日（金） 

～３１日（水） 冬休み作品展 

２３日（火）  スキー学習（５・６年） 

        スクールカウンセラー在校日 

２４日（水）  

～２８日（日） 小中図工美術展 

２５日（木）  短縮日課・職員会議 

２６日（金）  短縮日課 

２９日（月）  放課後学習 

３１日（水）  スキー学習（５・６年） 

 

※１２／２５現在の予定です。 

今後の状況によっては、変更の可能性もあります。 

１月行事予定 

いじめ防止サミットを実施 
 １２月１８日（月）に向陽中学校生徒会と奥沢小学校児童会合同で『いじめ防止サミット』を実施しま

した。これは、小中連携の一環で、児童生徒が一緒にいじめをなくすためにどんなことができるかを話し

合う取組です。向陽中の生徒会が話し合いを進め、本校からの代表４名も積極的に意見を発表していま

した。最後に二つの学校でできることを確認して、一緒に進めていくことを確認しました。 

『冬休みのきまり』を２２日（金）に全校配

付させていただいておりますが、最近になっ

て川で遊んでいる子や側溝の中に入って遊ん

でいる子がいることを地域の皆様からのご連

絡いただいています。 

ご承知の通り、この時期に川や側溝で遊ぶ

ことはこれまで以上に危険度が増します。す

でに各学級では指導をしておりますが、冬休

みの間、ご家庭でもお子さんに注意喚起いた

だきますよう、きまりと合わせてお願いいた

します。 

楽しく安全な冬休みをお過ごし下さい。 

 

全道規模で実施されている『全道教育美術展』

に本校から１、３、６年生が図工で取り組んだ作

品を出品しました。みごと下記の３名が入選いた

しました。 

 

１年 中村 有希さん 

『けんばんハーモニカをひいているところ』 

３年 前川 勇斗さん 『自由な木』 

６年 藤川 瑛仁さん 『夕日の山』 

 

３人の作品は、１月６日(土)～１月８日(月)まで

札幌の道新ぎゃらりーに展示されます。お時間が

ありましたら足をお運び下さい。 

事故のない冬休みを おめでとうございます 

＜話し合われたこと＞ 

 〇いじめを見たら「止める」「話を聞いてあげる」「相談する」ことをしていこう。 

 〇お互いのことを理解してあげることが大切。声をかけやすい関係づくりをしよう。 

 〇ネットいじめをなくすには、発信する前にしっかり考えることが大切。 


